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十
九
年
度
定
期
総
会
＆
懇
親

会
報
告

港
工
同
窓
会
副
会
長

港
土
鮎

至

機
械
科
一年

鍋

谷

　

肇

京
浜
急
行

「雑
色
駅
」
を
降
り
て
、
商

店
街
を
抜
け
る
と
第

一
京
浜
国
道
に
ぶ
つ

か
る
。
信
号
の
右
前
方
に
そ
そ
り
立
つ
建

物
が

「六
郷
工
科
高
校
」
で
あ
る
。

玄
関
を
入
る
と
、
日
の
前
に
港
工
高
の

象
徴
で
あ

っ
た

「
Ａ

型
フ
オ
ー
ド
」
の

勇
姿
が
日
に
入
る
。
そ
の
前
方
の
階
段
を

昇
り
左
側
の
広
々
と
し
た
会
議
室
が
、
定

期
総
会
の
会
場
で
あ
る
ｃ
こ
の
校
舎
で
港

工
同
窓
会
の
定
期
総
会
が
行
わ
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
四
回
日
と
な
る
．

午
後

一
時
、
西
原
副
会
長
の
開
会
宣
言

の
後
、
前
田
会
長
が
挨
拶
を
す
る
。

「本
同
窓
会
も
サ
ン
ケ
イ
ホ
ー
ル
で
の

再
建
総
会
を
開
い
て
か
ら
、
早
や
十
九
年

が
経
過
し
ま
し
た
。
来
年
は
二
十
年
日
の

区
切
り
の
年
と
な
る
の
で
、
同
窓
会
を
盛

り
上
げ
る
イ
ベ
ン
ト
を
考
え
た
い
」

ご
来
賓
と
し
て
、
六
郷
工
科
高
校
の
浅

見
弘
副
校
長
先
生
の
挨
拶
が
続
く
。

「六
郷
工
科
高
校
は
、
今
春
、
初
め
て

の
卒
業
式
が
催
さ
れ
、
第

一
期
生
百
五
十

二
名
を
社
会
に
送
り
出
し
ま
し
た
。
注
日

さ
れ
て
い
る
デ
ュ
ア
ル
シ
ス
テ
ム
科
も
港

工
卒
業
生
か
ら
の
紹
介
も
頂
き
、
百
八
十

社
の
協
力
企
業
を
得
て
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ

ッ
プ
活
動
が
行
わ
れ
て
お
り
ま
す
」

議
長
選
出
の
後
、
例
年
同
様
に
議
事
が

進
行
す
る
。
平
成
十
八
年
度
の
活
動
報
告
、

決
算
報
告
が
承
認
さ
れ
、
ア
＾
則
改
定
」

に
関
す
る
苦
労
話
が
加
藤
理
事
か
ら
語
ら

れ
た
。
新
役
員
が
選
出
さ
れ
、
平
成
十
九

年
度
の
事
業
計
画
と
予
算
案
が
発
表
さ
れ

た
。
「
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
、
も

つ
と
活
用

で
き
な
い
の
だ
ろ
う
か
」
「案
内
な
ど
は

パ
ソ
コ
ン
の
メ
ー
ル
で
送

っ
た
ら
い
い
の

で
は
な
い
か
」
等
々
の
活
発
な
意
見
が
交

わ
さ
れ
た
後
、
事
業
計
画
お
よ
び
予
算
案

は
承
認
さ
れ
、
総
会
は
終
了
し
た
。

「雑
色
駅
」
か
ら
直
通
電
車
で

「大
門

駅
」
下
車
。
徒
歩
５
分
程
で
懇
親
会
場
の

「芝
パ
ー
ク
ホ
テ
ル
」
に
到
着
す
る
。

総
会
場
と
は
打

っ
て
変
わ

っ
て
、
華
や

か
な
雰
囲
気
の
も
と
、
前
田
会
長
の

「俺
、

お
前
の
楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご
し
た
い
」

と
の
挨
拶
で
始
ま
り
、
ご
来
賓
と
し
て
港

工
高
の
閉
校
時
に
ご
尽
力
頂
い
た
第
十
四

代
和
泉
勲
校
長
先
生
の
挨
拶
が
続
い
た
。

「縁
あ

っ
て
小
石
川
上
高
の
同
窓
会
会

長
を
引
き
受
け
た
が
、
世
田
谷
工
高
と
の

統
合
に
よ
り
同
窓
会
活
動
の
継
続
が
難
し

く
な

っ
て
き
て
い
る
。
都
立
高
校
の
統
廃

合
に
よ
り
同
窓
会
が
危
機
に
瀕
し
て
い
る

中
、
港
工
同
窓
会
が
永
遠
に
続
け
ら
れ
る

こ
と
を
願

っ
て
お
り
ま
す
」

第
十
二
代
関
透
校
長
先
生
の
挨
拶
と
乾

杯
の
発
声
に
よ
り
懇
親
会
が
開
宴
さ
れ
た
。

帝
国
ホ
テ
ル
の
シ
ェ
フ
だ

っ
た
料
理
長

の
料
理
と
酒
を
堪
能
し
な
が
ら
、
ご
出
席

の
先
生
方
か
ら

一
言
、
お
言
葉
を
頂
い
た
。

大
谷
忠
雄
先
生
、
木
村
武
敏
先
生
、
土
屋

義
昭
先
生
、
富
田
幸
雄
先
生
、
前
嶋
正
人

先
生
、
本
杉
不
二
夫
先
生
、
両
角
亮

一
先

生
、
山
田
信
幸
先
生
、
渡
辺
邦
夫
先
生
と

往
事
の
懐
か
し
い
話
が
披
露
さ
れ
た
。

宴
も
た
け
な
わ
の
中
、
昨
年
も
好
評
だ

っ
た

「ホ
タ
ル
の
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
」
が

始
ま
る
。
西
乃
蛍
嬢
の
軽
妙
な
話
術
と
共

に
、
コ
ミ
カ
ル
な
マ
ジ
ッ
ク
が
続
き
、
会

場
は
爆
笑
の
渦
に
包
ま
れ
た
。

加
藤
理
事
の
締
め
の
挨
拶
の
後
、
事
務

局
で
奮
闘
し
て
い
る
松
岡
理
事
の
指
揮
の

下
、
校
歌
を
高
ら
か
に
合
唱
し
て
お
開
き

に
な

っ
た
。

来
年
は
二
十
周
年
で
も
あ
り
盛
大
な
宴

を
準
備
し
て
お
り
ま
す
。
六
月
の
十
四
日

に
は
、
皆
様
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、
多
数

の
参
加
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

**第4回「六郷祭」のお知らせ**

日時 :平成19年 11月 3日 (土 )

13日寺-16日寺

平成19年 11月 4日 (日 )

9日寺～15日寺30分

場所 :東京都立六郷工科高校

京浜急行「雑色駅」

下車 徒歩3分
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平
成
１９
年
度
の
総
会
案
内
は
、
住
所
判

明
者
５
、
４
２
６
名
全
員
に
送
付
し
ま
し
た
。

同
封
し
た
葉
書
に
記
載
し
て
返
信
い
た

だ
い
た
数
は
７
４
５
通
に
な
り
ま
し
た
。

今
回
は
「来
年
の
同
窓
会
再
興
２０
周
年

を
控
え
て
、
港
工
の
想
い
出
を
書
い
て
い
た

だ
け
れ
ば
」
と
の
お
願
い
も
あ
り
、
通
信
欄

に
は
、
沢
山
の
方
々
が
近
況
と
共
に
往
事
の

色
々
な
こ
と
を
書
い
て
く
だ
さ
り
ま
し
た
。

紙
面
の
都
合
も
あ
り
、
全
て
を
紹
介
す

る
こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
が
、
そ
の
内
容
を

抜
粋
し
て
以
下
に
ご
紹
介
申
し
上
げ
ま
魂

高
輪

（
一
本
）
ｌ
Ｅ
　
　
小
堤
　
一
彦

平
成
１７
年
５
月
２７
日

「ホ
テ
ル
銀
座
ラ

フ
ィ
ナ
ー
ト
」
で
ク
ラ
ス
会
を
開
催
し
、

・３
名
元
気
に
出
席
し
ま
し
た

港

（全
）
３
期
Ａ
　
　
波
多
野
　
稔

１０
月
に
は
ク
ラ
ス
会
が
予
定
さ
れ
て
お

り
ま
す
の
で
、
そ
の
際
同
窓
会

へ
の
参
加

を
促
し
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

港

（全
）
５
期
Ｅ
　
　
畑
野
　
純
夫

私
た
ち
の

「
５
Ｅ
ク
ラ
ブ
」
は
毎
年

一

泊
で
ク
ラ
ス
会
を
開
催
、
会
報

「
５
Ｅ
ク

ラ
ブ
通
信
」
を
随
時
発
行
し
て
い
ま
す
。

都
内
で
の
ク
ラ
ス
会
も
開
催
し
、
恩
師

を
お
招
き
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
毎
月
１

回
飲
み
会
に
よ
る
懇
親
も
行

っ
て
お
り
、

元
気
に
過
ご
し
て
い
ま
す
。

毎
月
会

っ
て
い
て
も
思
い
出
話
は
尽
き

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

港

（定
）
５
期
Ｃ
　
　
山
内
　
一
次

定
時
制
の
５
期
の
残
数
も
少
な
く
な
り

ま
し
た
、
時
々
５
人
ぐ
ら
い
で
集
ま
り
ま
魂

港

（全
）
７
期
Ｍ
　
　
中
島
　
勇

今
年
は

「港
工
高
７
Ｍ
会
」
で
湯
河
原

温
泉

一
泊
旅
行
を
楽
し
ん
で
き
ま
し
た
。

愛
宕
山
の
校
舎
を
巣
立

っ
て
か
ら
早
５２

年
と
な
り
ま
し
た
が
、
仲
間
達
は
い
つ
も

５２
年
前
の
ま
ま
で
し
た
ね
。
半
世
紀
と
い

う
の
は
早
い
も
の
で
す
ね

。
・
・

港

（全
）
１０
期
匡
２
　
牧
野
　
和
男

総
会
当
日
は
恒
例
の
ク
ラ
ス
会
が
あ
り

ま
す
。
ク
ラ
ス
を
代
表
し
て
西
村
（理
事
）

が
出
席
し
ま
す
。
今
年
の
文
化
祭
に
は
是

非
行

っ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

港

（定
）
１０
期
Ｅ
　
　
代
田
　
征
治

今
で
も
１０
期
生
は
機
械
、
電
気
、
電
気

通
信
合
同
で
同
窓
会
を
毎
年
続
け
て
お
り

ま
す
。
高
橋
光
春
先
生
を
始
め
、
同
期
生

が
２０
名
ほ
ど
集
ま
り
ま
す
。

港

（定
）
１１
期
Ｅ
　
　
水
野
　
武

高
岩
稔
君
を
中
心
に
ク
ラ
ス
会
は
年
１

～
２
回
で
続
け
て
い
ま
す
。
６
月
も

一
泊

で
ゴ
ル
フ
の
予
定
で
す
。

港

（全
）
１２
期
Ｅ
２
　
鶴
田
　
性
堡

‐２
Ｅ
２
は
、
毎
年
ク
ラ
ス
会
を
各
地
で

開
催
し
、
変
わ
ら
ぬ
顔
ぶ
れ
で
再
会
を
喜

ん
で
お
り
ま
す
。

港

（定
）
１４
期
Ｍ
Ｂ
　
和
気

正

最
近
３
年
程
前
に
ク
ラ
ス
会
を
し
ま
し

た
。
ク
ラ
ス
の
仲
間
５
人
程
で
毎
月
の
よ

つヽ
に
〈
ム
っ
て
い
ま
す
ン。

港

（全
）
１９
期
Ｅ
　
　
土
井
　
博

Ｈ
‐８
年
１２
月
１６
日
に
森
川
洋
佑
先
生
を

偲
ん
で
、

１９
Ｅ
ｌ
の
ク
ラ
ス
会
を
新
橋
で

行
い
ま
し
た
。

ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

港

（全
）
３２
Ｍ
　
　
山序
本
　
清
志

昭
和
６０
年

・
・
没

高
輪
全
本
）３
Ｅ
　
野
崎
　
吉
之
介

悲
し
さ
い
っ
ぱ
い
で
、
お
知
ら
せ
す

る
こ
と
が
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
。

平
成
１１
年
Ｈ
月
６
日
没

港

（定
）
１４
Ｍ
　
　
池
田
　
慧

平
成
１６
年
７
月
１３
日
没

港

（全
）
１４
Ａ
　
　
芹
沢
　
孝

平
成
１６
年

・
・
・
・
没

港

（定
）
３
Ｅ
　
　
清
田
　
宏

平
成
１７
年
４
月
１８
日
没

港

（全
）
４
Ｍ
　
　
坪
井
　
日
出
夫

平
成
１７
年
１０
月

・
・
没

港

（全
）
３４
Ｍ
　
　
藤
田
　
一
義

平
成
１８
年
２
月

・
・
没

麻
布
全
本
）２
Ｍ
　
粕
谷
　
隆
志

平
成
１８
年
Ｈ
月
１４
日
没

高
輪
２
本
）３
Ｅ
　
一旦
部
　
信
男

平
成
１９
年
１
月
８
日
没

港

（全
）
１２
Ｅ
　
　
宮
下
　
義
幸

平
成
１９
年
３
月
２２
日
没

高
輪
宝
本
）１０
Ｍ
　
赤
堀
　
泰
秋

平
成
１９
年
４
月
６
日
没

麻
布
〓
本
）２
Ｍ
　
吉
沢
　
安
次
郎

山
と
ブ
ラ
ン
デ
ー
、
数
学
の
世
界
に
ひ

か
れ
、
大
と
の
暮
ら
し
も
長
く
、
５
年
前
、

散
歩
の
折
転
び
腰
を
痛
め
、
歩
く
不
自
由

さ
を
お
ぼ
え
て
か
ら
、
風
に
そ
よ
ぐ
庭
の

緑
を
眺
め
、
グ
ラ
ス
を
傾
け
る
毎
朝
が
始

ま
り
、
３
月
３０
日
の
外
出
を
最
後
に
、
５

月
１６
日
眠
る
が
ご
と
く
旅
立
ち
ま
し
た
。

ご
厚
情
う
れ
し
く
感
謝
申
し
ま
す
。

平
成
１９
年
５
月
１６
日
没

麻
布
〓
本
）６
Ｍ
　
　
井
出
　
隆

平
成
１９
年

・
・
・
・
没

港

（全
）
３
Ｅ
　
　
金
沢
　
逐
次

平
成
１９
年

・
・
・
・
没

港

（全
）
１８
Ｍ
　
　
海
老
沼
　
幸
雄

毎
回
同
窓
会
の
お
知
ら
せ
頂
き
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
弟
は
平
成
７
年
１２
月

に
亡
く
な
り
ま
し
た
。
又
そ
の
母
も
今
年

４
月
に
他
界
い
た
し
ま
し
た
。
母
は
息
子

が
い
な
く
な

っ
た
こ
と
は
み
と
め
た
く
な

く
、
こ
の
知
ら
せ
を
頂
い
て
い
ま
し
た
。

本
当
に
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
払

込
金
は
何
か
の
足
し
に
し
て
下
さ
い
。

平
成
７
年
１２
月

・
・
没

※
文
中
敬
称
略
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港̈
工
業
の
想
い
出
（特
別
会
員
Ｙ

旧

（理
科
）
全
　
　
　
渡
邊
　
國
男

昭
和
２５
年
か
ら
２０
年
近
く
港
工
の
理
科

教
諭
と
し
て
勤
務
し
ま
し
た
。
丁
度
、
東

京
タ
ワ
ー
の
建
設
の
頃
で
理
科
室
の
ベ
ラ

ン
ダ
か
ら

「お
つ
、
あ
そ
こ
ま
で
出
来
た

か
」
な
ど
思
い
な
が
ら
眺
め
た
思
い
出
が

よ
み
が
え
り
ま
す
。
田
実
、
福
島
、
井
戸

川
、
本
内
先
生
等
、
立
派
な
先
生
方
と

一

緒
に
過
ご
せ
た
こ
と
を
光
栄
に
思

い
ま

す
。
或
る
日
の
こ
と
助
手
の
峠
さ
ん
が
夕

刻

「先
生
、
大
変
だ
―
生
徒
が
屋
上
か
ら

落
ち
た
」
と
準
備
室
に
飛
び
込
ん
で
き
た
。

屋
上
で
遊
ん
で
い
た
生
徒
が
西
側
の
柵
を

乗
り
越
し
て
落
下
。
す
ぐ
警
察
と
救
急
車

に
連
絡
。
下
に
あ

っ
た
樹
木
の
お
陰
で

一

命
は
と
り
と
め
ま
し
た
。

旧

（電
気
）
全
　
　
山
田
　
信
幸

昭
和
２５
年
か
ら
２９
年
ま
で
電
気
科
に
勤

務
し
ま
し
た
。
そ
の
教
え
子
達
も
古
希
に

近
づ
い
て
い
ま
す
。
私
も
喜
寿
を
超
え
ま

し
た
。
現
在
、
放
送
関
係
の
Ｏ
Ｂ
の
理
事

長
や
ら
協
会
の
顧
問
や
ら
変
わ
ら
ず
忙
し

く
や
っ
て
い
ま
す
。
当
時
は

一
番
若
手
で
、

早
坂
校
長
や
沢
木
教
頭
に
従
わ
ず
迷
惑
を

掛
け
た
思
い
出
が
あ
り
ま
す
。

旧

（英
語
）
全
　
　
田
島
　
貞
雄

昭
和
２８
年
、
未
だ
敗
戦
色
が
尾
を
引
い

て
い
る
時
代
で
し
た
。
狭
い
校
庭
の
２５

ｍ

プ
ー
ル
で
６
月
の
初
め
頃
か
ら
、
水
泳
部

員
が
水
し
ぶ
き
を
上
げ
て
元
気

一
杯
、
練

習
に
励
ん
で
い
る
姿
に
新
し
い
日
本
の
未

来
を
感
じ
ま
し
た
。

昭
和
３６
年
頃
の
事
で
す
。
学
校
祭
で
英

語
劇
を
初
め
て
演
出
し
た
。
５
人
ほ
ど
の

英
語
部
員
が
熱
演
。
た
ま
た
ま
来
場
し
て

い
た
米
国
人
が

「高
校
生
で
も
、
こ
れ
だ

け
出
来
る
の
か
―
」
と
感
心
し
て
く
れ
た

こ
と
が
、
ま
だ
記
憶
に
新
し
い
で
す
。

旧

（機
械
）
定
　
　
一二
津
田
　
宏

１
９
５
９
年
４
月
、
愛
宕
山
の
下
の
小

さ
な
定
時
制
工
業
高
校
に
、
小
さ
な
私
が

教
師
と
し
て
着
任
し
た
と
き
の
緊
張
感
は

今
で
も
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
出
会

っ
た
生
徒
諸
君
と
過
ご
し
た
日
々
を
振
り

返
り
感
慨
無
量
で
す
。
鼻

っ
ぱ
し
の
強
い

未
熟
な
教
師
が
、
少
し
は
教
師
ら
し
く
な

れ
た
の
は
、
卒
業
生
諸
君
の
お
か
げ
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。
良
き
生
徒
諸
君
と
出
会

え
た
こ
と
に
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

旧

（体
育
）
全
　
　
小
笠
原
　
将
幸

想
い
出
を
箇
条
書
き
に
し
ま
す
。

①
　
大
卒
直
後
の
初
任
校
で
し
た
。

②
　
一昌
津
臨
海
学
校
の
開
設
と
指
導

（毎

夏
二
週
間
は
寮
に
滞
在
し
た
）

③
　
体
育
祭
で
初
め
て
全
校
民
踊
を
プ
ロ

に
入
れ
、
校
長
、
全
教
職
員
、
生
徒

が
輪
に
な
り
踊
っ
た
。
文
化
祭
で
戸

板
女
子
校
生
を
迎
え
入
れ
フ
オ
ー
ク

ダ
ン
ス
を
し
た
。

④
　
昭
和
３９
年
、
東
京
五
輪
役
員
と
な
り
、

５
月
か
ら
オ
リ
ン
ピ
ツ
ク
終
了
ま
で

学
校
を
空
け
た
。

ま
だ
ま
だ
様
々
な
想
い
出
が
あ
り
ま
す
。

現
在
は
６９
歳
も
う
す
ぐ
古
希
に
な
り
ま

す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

旧

（自
動
車
）
全
　
　
豊
山
　
州
生

北
海
道
の
片
田
舎
か
ら
甲
子
園
を
夢
見

て
高
校
の
教
師
に
な
っ
た
の
で
す
が
、
最

初
の
赴
任
先
が
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
無
い
学
校

と
は
驚
き
ま
し
た
。
短
い
期
間
で
し
た
が

福
島

。
加
藤
両
先
生
の
下
で
野
球
部
を
担

当
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
屋
上
で
の
練
習
、

茂
林
寺
で
の
夏
季
合
宿
、
多
摩
川
河
川
敷

等
々
、
想
い
出
は
つ
き
ま
せ
ん
。

旧

（電
をこ

定
　
　
伊
藤
　
雅
章

２０
代
後
半
、
港
工
に
奉
職
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
生
徒
と
は
年
齢
も
近
く
気

軽
に
話
が
出
来
ま
し
た
が
、
仕
事
の
都
合

や
体
力
的
、
経
済
的
な
理
由
で
退
学
す
る

生
徒
が
居
た
事
に
は
心
を
痛
め
ま
し
た
。

先
生
方
で
勉
強
に
励
ん
で
い
る
人
が
多

く
、
そ
れ
に
も
刺
激
さ
れ
、
昼
は
大
学
に

通
い
ま
し
た
。
大
学
卒
業
と
同
時
に
浜
松

へ
帰
郷
し
ま
し
た
。
高
齢
者
の
仲
間
入
り

を
し
た
今
と
な
っ
て
は
東
京
に
足
を
踏
み

入
れ
る
こ
と
も
無
い
で
し
ょ
う
が
、
私
に

と
っ
て
港
工
時
代
は
、
そ
の
後
の
原
点
に

な
っ
て
い
る
こ
と
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん

旧

（数
学
）
全
　
　
両
角
　
亮

一

懇
親
会
に
行
く
途
中
、
港
工
業
の
校
舎

の
前
を
通
り
ま
す
。
周
り
は
変
わ
っ
て
い

ま
す
が
、
校
舎
は
そ
の
ま
ま
の
状
態
で
あ

る
こ
と
に
何
か
ほ
っ
と
す
る
気
持
ち
に
な

り
ま
す
。

旧

（電
子
）
全
　
　
菅
原
　
彪

昭
和
４６
年
度
に
ミ
ニ
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
の

予
算
が
つ
き
導
入
さ
れ
ま
し
た
。
今
の
ポ

ケ
コ
ン
よ
り
も
劣
る
性
能
で
し
た
が
、
興

味
を
持

っ
た
生
徒
達
が
、
毎
日
放
課
後
遅

く
ま
で
本
当
に
真
剣
に
実
習
に
励
ん
で
優

秀
な
生
徒
が
多
か
っ
た
の
で
、
コ
ン
ピ

ュ

ー
タ
メ
ー
カ
ー
や
関
連
会
社
に
就
職
し
、

現
在
富
士
通
の
部
長
や
日
本
航
空
な
ど
で

活
躍
し
て
い
る
卒
業
生
の
事
を
懐
か
し
く

想
い
出
し
て
お
り
ま
す
。

旧

（教
頭
）
全
　
　
本
波
　
哲
郎

私
が
、
ご
厄
介
に
な

っ
た
頃
は
日
本
中

が
好
景
気
で
学
校
も
活
気
に
満
ち
て
い
ま

し
た
。
駒
沢
運
動
公
園
の
体
育
施
設
を
借

り
切

っ
て
、
全
校
の
球
技
大
会
を
行

っ
た

こ
と
な
ど
、
懐
か
し
い
行
事
が
今
も
記
憶

に
残

っ
て
い
ま
す
。

旧

（保
体
）
定
　
　
黒
瀬
　
忠
生

昼
間
の
勤
務
、
５
時
か
ら
の
学
習
、
疲

れ
て
い
る
だ
ろ
う
に
放
課
後
の
練
習
に
励

み
夏
休
み
に
は
教
室
の
机
の
上
で
寝
た
合

宿
。
お
か
げ
で
私
が
着
任
し
て
２
年
目
に

都
で
ベ
ス
ト
８
に
入
り
、
そ
の
後
も
良
い

成
績
を
残
し
た
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
。

そ
の
頃
の
生
徒
も
も
う
５０
歳
を
越
し
て
い

る
と
思
う
と
感
無
量
で
す
。

旧

（教
頭
）
全
　
　
木
村
　
武
敏

港
工
の
同
窓
会
再
興
時
期
に
勤
務
で
き

た
こ
と
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。
名
門
校
が

何
故
こ
ん
な
に
狭
い
校
庭
な
の
か
不
思
議

で
し
た
。
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旧

（教
助
）
全
　
　
樋
口
　
し
げ

昭
和
５２
年
か
ら
教
務
助
手
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
の

事
務
で
１５
年
間
、
港
工
に
勤
め
ま
し
た
。

入
学
、
卒
業

，
出
逢
い
と
新
し
い
旅
立
ち
、

色
々
な
思
い
出
が

一
杯
で
８０
年
の
私
の
人

生
の
中
で
の
大
切
な
時
間
で
す
。
多
く
の

先
生
方
や
ご
父
母
の
方
々
に
良
く
し
て
頂

い
て
、
思
い
出
と
共
に
感
謝
い
た
し
て
お

り
ま
す
。

旧

（家
庭
）
全
　
　
檜
垣
　
栄
恵

２
月
に
行
わ
れ
た

「物
づ
く
り
展
」
に

六
郷
工
科
が
参
加
な
さ
っ
て
い
ら
つ
し
や

る
の
を
知
り
嬉
し
く
思
い
ま
し
た
。
港
工

で
は
、
物
づ
く
り
の
素
晴
ら
し
さ
を
た
く

さ
ん
感
じ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
多

く
の
卒
業
生
の
皆
様
の
物
づ
く
り
を
大
切

に
す
る
思
い
が
、
今
の
大
田
区
、
日
本
を

支
え
て
い
る
の
だ
と
実
感
し
ま
し
た
。

旧

（事
務
）
全
　
　
安
田
　
憲
俊

港
工
業
高
校
で
は
閉
校
業
務
を
担
当
し

ま
し
た
。
閉
校
後
３
年
た
ち
ま
し
た
が
、

校
舎
は
現
在
も
警
視
庁
庁
舎
と
し
て
再
利

用
さ
れ
て
い
ま
す
。
た
だ
、
当
時
の
活
気

は
無
く
ひ
っ
そ
り
と
し
て
い
ま
し
た
。

中

高
輪

（二
本
）
２
期
Ｅ
　
山石
瀬
　
正
義

白
鳥
先
生

（少
尉
）
と
直
井
先
生

（伍

長
）
に
放
課
後
、
マ
ラ
ソ
ン
の
指
導
を
受

け
、
田
町
陸
橋
経
由
、
京
急
の
立
会
川
駅

往
復
を
走
っ
た
思
い
出
が
残
っ
て
い
ま
蔦

両
先
生
は
、
そ
の
後
、
麻
布

一
連
隊
よ

り
中
支
に
て
部
隊
全
減
で
戦
死
さ
れ
た
こ

と
が
思
い
出
さ
れ
ま
す
。

麻
布

（
一
本
）
３
期
Ｅ
　
雨
宮
　
正
彦

も
ぅ
７０
年
も
前
。
昔
の
こ
と
だ
。
省
線

電
車
の
浜
松
町
駅
か
ら
芝
増
上
寺
の
境
内

を
抜
け
、
徳
川
の
御
霊
屋
の
そ
ば
を
通
り

紅
葉
坂

（今
の
東
京
タ
ワ
ー
の
あ
る
所
）

を
上
り
、
飯
倉
に
出
て
狸
穴
の
ロ
シ
ア
大

使
館
、
貯
金
局
、
中
国
大
使
館
そ
れ
か
ら

飯
倉
片
町
の
停
留
所
の
と
こ
ろ
を
右
折
し

麻
布
小
の
前
を
通
り
、
や
っ
と
麻
布
の
母

校
に
到
着
。
こ
れ
を
学
校
の
或
る
日
は
毎

日
繰
り
返
し
た
。
と
て
も
懐
か
し
い
。

高
輪

（
一
本
）
３
期
Ｍ
　
赤
生
　
利
夫

昭
和
２０
年
１
月
１４
日
、
海
軍
予
備
練
習

生
に
志
願
。
高
輪
か
ら
品
川
駅
ま
で
全
校

生
徒
に
送
ら
れ
て
出
征
し
た
こ
と
が
、
い

つ
ま
で
も
心
に
残
っ
て
い
ま
す
。

高
輪

（
一
本
）
８
期
Ｍ
　
鈴
木
　
一浮
一

終
戦
直
後
の
昭
和
２４
年
３
月
１９
日
、
旧

制
５
年
で
卒
業
。
担
任
の
明
石
朗
先
生
宅

（保
土
ヶ
谷
）
に
呼
ば
れ
、
心
づ
く
し
の

赤
飯
を
頂
い
た
。
食
糧
難
の
時
代
、
先
生

の
好
意
は
忘
れ
な
い
。
は
る
か
昔
の
話
だ

が
、
ま
だ
想
い
出
す
。

先
生
は
、
ご
存
命
か
な
？

港

（全
）
２
期
Ｐ
　
　
加
賀
　
佑
治

昭
和
２０
年
春
、
一ス
ン
オ
か
ら

「警
戒
警

報
」
の
ア
ナ
ウ
ン
ス
が
流
れ
る
と
都
内
の

電
車
は
い
っ
せ
い
に
停
ま
る
。
「イ
ト
ー

ロ
ジ

ョ
ー
　
ホ

コ
ー

　

ハ
ー

モ

ニ

カ

・
・
・
」
と
日
の
中
で
つ
ぶ
や
き
な
が

ら
、
学
校
を
飛
び
出
し
家
路

へ
急
ぐ
。
そ

の
繰
り
返
し
の
日
々
。

昭
和
２２
年
夏
、
愛
宕
校
舎
か
ら
瓦
礫
の

道
を
新
橋
駅

へ
向
か
う
。
「東
京
ブ
ギ
ウ

ギ
」
「港
が
見
え
る
丘
」
が
流
れ
て
い
た
。

昭
和
２５
年
３
月
、
超
就
職
難
の
巷

へ
巣

立

っ
た
。
「長
崎
の
鐘
」
「ボ
タ
ン
と
リ
ボ

ン
」
が
流
れ
て
い
た
。
仲
間
の
多
く
は
電

電
公
社

へ
就
職
。
小
生
は
何
故
か
数
年
後

に
民
放
局

へ
。

今
、
寄
し
き
因
縁
で
、
フ
ジ
Ｔ
Ｖ
の
重

鎮
と
な
ら
れ
、
そ
の
後
、
全
国
民
放
Ｏ
Ｂ

組
織
の
長
と
な
ら
れ
た
、
本
学
の
山
田
先

生
と
共
に
、
電
気
通
信
社
会

へ
の
恩
返
し

を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

港

（全
）
２
期
Ｐ
　
　
一二
宅

精
二

昭
和
１９
年
、
澁
谷
工
業
に
入
学
し
、

２０

年
に
戦
災
で
焼
失
し
、

２‐
年
４
月
よ
り
高

輪
工
業
の
校
舎
に
転
入
し
た
。
更
に
２２
年

４
月
よ
り
港
工
業
に
改
名
し
、
新
橋
に
移

り
、

２３
年
４
月
よ
り
港
工
業
高
校
と
、
め

ま
ぐ
る
し
い
６
年
間
で
し
た
。

港

（全
）
２
期
Ｐ
　
　
鈴
木
　
常
夫

「人
生
の
枯
れ
木

（期
）
に
入
ら
ん
我
が

命
、
大
事
に
育
て
て
倶
会

一
処
」
の
心
境

で
す
。
諸
兄
の
健
康
と
活
躍
を
祈
る
。

港

（全
）
３
期
Ｍ
　
　
加
藤
　
弘

同
窓
会

ニ
ュ
ー
ス
掲
載
の
六
平
先
生
の

思
い
出
、
な
つ
か
し
く
拝
読
致
し
ま
し
た
。

昭
和
２３
年
、
秋
田
県
の
山
村
か
ら
上
京
、

５
月
の
編
入
試
験
で
港
工
生
に
な
り
ま
し

た
。
当
時
の
想
い
出
は
山
ほ
ど
あ
り
、
私

の
人
生
の
全
て
を
決
定
し
た
時
代
で
し
た
。

港

（全
）
３
期
Ａ
　
　
宮
田
　
一昴
夫

桜
川
小
学
校
に
間
借
り
し
て
い
た
２
年

間
、
港
中
学
に
同
居
し
て
い
た
３
年
と
、

施
設
に
限
り
の
有
っ
た
学
窓
時
代
で
し
た
。

港

（定
）
３
期
Ｐ
　
　
田
中
　
次
郎

食
物
が
不
足
し
て
い
た
時
に
、
皆
、
良

く
頑
張
っ
た
。

港

（全
）
４
期
Ｃ
　
　
服
部
　
明

敗
戦
直
後
の
昭
和
２‐
年
４
月
、
当
時
の

高
輪
工
業
に
入
学
。
学
制
改
革
に
よ
り
高

校
２
学
年
ま
で
下
級
生
が
入
学
し
て
来
な

い
経
験
を
し
ま
し
た
。
昭
和
２７
年
３
月
卒

業
以
来
、
す
で
に
半
世
紀
以
上
た
ち
ま
し

た
が
、
現
在
も
１０
名
前
後
が
毎
年
、
集
ま

っ
て
い
ま
す
。

港

（全
）
４
期
Ａ
　
　
秋
山
　
敏
朗

昨
年
秋
の
学
校
祭
に
、
同
期
生
と

一
緒

に
行

っ
た
。
Ｔ
型
フ
ォ
ー
ド
の
車
が
展
示

し
て
あ
り
、
旧
高
輪
工
業
の
校
庭
に
置
い

て
あ
っ
た
の
を
想
い
出
し
た
。
自
動
車
科

の
人
が
整
備
し
て
、
銀
座
を
走
っ
た
り
し

た
の
を
な
つ
か
し
く
思
い
ま
し
た
。

港

（全
）
４
期
巨
　
　
羽
根
　
一昌
広

入
学
当
初
は
芝
白
金
の
親
成
宅
か
ら
都

電
通
学
、
御
成
門
で
下
車
。
下
校
後
、
芝

公
園
で
遊
ん
だ
。
東
京
タ
ワ
ー
は
影
も
形

も
な
か
っ
た
。
そ
の
後
、
別
の
親
戚
宅
に

移
り
、
日
白
か
ら
新
橋
ま
で
山
手
線
を
半

周
通
学
。
超
満
員
電
車
に
疲
れ
、
夏
場
は

授
業
中
に
よ
く
居
眠
り
を
し
た
思
い
出
が

あ
る
。
半
世
紀
以
上
、
音
の
事
だ
。
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港

（全
）
４
期
Ｐ
　
　
山
本
　
武

ポ
ン
友
が
多
く
い
て
、
一年
業
す
る
頃
は

学
校
近
く
の
麻
雀
店
に
出
入
り
す
る
こ
と

が
日
課
と
な

つ
て
い
た
。

港

（全
）
５
期
Ｅ
　
　
繁
田
　
道
男

新
見
君
の
円
歌
さ
ん
の
話
、
懐
か
し
く

想
い
出
し
ま
し
た
。
円
歌
さ
ん
と
の
最
初

の
出
会

い
は

一
寸
だ
け
触
れ
て
い
ま
す

が
、
付
け
加
え
ま
す
。

Ｎ
Ｈ
Ｋ
が
内
幸
町
に
あ
り
ま
し
た
が
、

通
用
口
で
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
方
を
待

っ
て
い
る
と

き
円
歌
さ
ん
が
通
り
か
か
り

「ど
う
し
た

の
」
「何
を
し
て
い
る
の
」
と
聞
か
れ
、

理
由
を
言
い
ま
し
た
と
こ
ろ
、
円
歌
さ
ん

自
ら
話
を
聞
い
て
く
だ
さ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
そ
し
て
新
見
君
の
文
章
に
つ
な

が
っ
て
い
く
わ
け
で
す
。
こ
の
と
き
円
歌

さ
ん
が
声
を
掛
け
て
く
だ
さ
ら
な
か
っ
た

ら
実
現
は
無
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

記
事
に
出
て
く
る
円
歌
さ
ん
は
先
代
の

方
で
、
こ
の
話
が
出
た
頃
の
弟
子
に
歌
奴

さ
ん
が
い
て
、
先
代
円
歌
さ
ん
共
々
学
校

に
来
て
下
さ
い
ま
し
た
が
、
こ
の
歌
奴
さ

ん
が
今
の
円
歌
さ
ん
で
す
。
先
代
の
円
歌

さ
ん
に
感
謝
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
そ
の

意
思
を
次
い
で
下
さ

っ
た
現
在
の
円
歌
さ

ん
に
も
感
謝
で
す
。

そ
れ
に
し
て
も
先
代
の
円
歌
さ
ん
が
声

を
掛
け
て
く
だ
さ
ら
な
け
れ
ば
ど
う
な

っ

て
い
た
だ
ろ
う
か
。
実
現
す
る
ま
で
の
新

見
君
の
誠
実
な
人
柄
が
、
先
代
円
歌
さ
ん

を
動
か
し
た
の
で
し
ょ
う
。

港

（全
）
５
期
Ｅ
　
　
窪
野
　
紀
久
夫

港
工
の
唯

一
今
日
ま
で
、
お
世
話
に
な

っ
た
恩
師
は
小
澤
彰
先
生
で
す
。
私
が
卒

業
後
、
宇
都
宮
大
学
の
教
授
に
就
任
さ
れ
、

新
卒
の
大
学
院
生
を
私
の
関
係
会
社
に
お

世
話
頂
き
ま
し
た
。
社
会
に
出
て
か
ら
も

親
身
に
お
世
話
下
さ
っ
た
小
澤
先
生
に
は

深
甚
よ
り
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
私
に
は

小
澤
先
生
以
外
、
他
の
先
生
は
全
く
記
憶

が
無
く
、
港
工
＝
小
澤
先
生
で
す
。

現
在
も
お
元
気
に
過
ご
さ
れ
て
る
と
の

事
な
の
で
、
安
堵
し
て
ま
す
。

港

（全
）
５
期
Ｅ
　
　
鳥
海
　
規
俊

電
子
顕
微
鏡
写
真
関
連
の
仕
事
で
港
工

の
隣
の
慈
恵
医
大
に
行
く
度
に
、
変
わ
り

ゆ
く
母
校
に

一
抹
の
寂
し
さ
を
感
じ
て
い

た
。
私
の
方
が
１
年
早
く
定
年
と
な
っ
た

が
、
母
校
も
建
物
は
残
っ
て
い
る
が
、
他

の
組
織
が
使
っ
て
い
る
様
子
。
同
級
の
森

川
君
も
手
紙
の
届
か
な
い
所
に
旅
立
っ
て

し
ま
っ
た
。
東
京
タ
ワ
ー
も
数
年
後
に
は

第
２
タ
ワ
ー
が
出
来
る
と
の
事
、
我
が
青

春
時
代
も
遠
く
に
な
り
ま
し
た
。

港

（全
）
６
期
Ｐ
　
　
土
子
　
敏
夫

「円
歌
師
匠
と
の
因
縁
」
５
Ｃ
新
見
先

輩
の
裏
話
に
触
れ
、
私
達
６
期
生
の
卒
業

式
に
来
た
と
き
の
懐
か
し
い
思
い
が
、
蘇

え
り
ま
し
た
。
英
語
の
六
平
先
生
の
話
で

は
演
劇
部
に
い
た
時
の
苦
労
が
思
い
出
さ

れ
ま
し
た
。
私
は
７．
歳
に
な
り
ま
し
た
が
、

好
き
な
山
登
り
が
出
来
る
程
度
に
、
元
気

で
毎
日
を
過
ご
し
て
お
り
ま
す
。

港

（全
）
７
期
Ｍ
　
一品
雄
　
隆
三
　
一

六
平
先
生
の
想
い
出
話
、
な
つ
か
し
く

拝
読
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
　
一

早
坂
校
長
か
ら
卒
業
式
で
受
け
た
訓
辞

「無
駄
の
あ
る
生
活
を
」
が
思
い
起
こ
さ

れ
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

港

（定
）
７
期
Ｍ
　
銀
木
　
太
助

利
根
川
を
散
歩
す
る
た
び
に
校
歌
を
回

ず
さ
ん
で
い
ま
す
。

港

（全
）
８
期
Ｍ
　
一二
本
木
　
茂
夫

何
が
き
っ
か
け
だ
っ
た
か
覚
え
て
い
な

い
が
、
授
業
中
に
担
任
の
府
川
先
生
が
突

然
怒
り
出
し
た
。
お
そ
ら
く
居
眠
り
か
雑

談
す
る
も
の
が
目
に
あ
ま
り
堪
忍
袋
の
緒

が
切
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
先
生
自
身
は
苦

学
を
続
け
て
現
在
に
至
っ
た
事
、
そ
れ
に

引
き
換
え
生
徒
達
は
親
の
援
助
で
勉
強
で

き
る
環
境
に
あ
る
こ
と
を
切
々
と
訴
え

た
。
ク
ラ
ス
全
員
が
静
か
に
聞
き
入
り
、

深
い
感
銘
を
受
け
た
。
そ
の
後
、
先
生
と

生
徒
と
の
絆
は
確
実
な
も
の
と
な

っ
た
。

青
少
年
の
教
育
と
は
、
こ
う
い
う
も
の
だ

と
思
う
此
の
頃
で
あ
る
。

港

（全
）
８
期
Ｃ
　
　
堀
　
隆
次

授
業
中
に
ど
こ
か
ら
と
も
な
く
珈
琲
焙

煎
の
香
り
が
し
た
こ
と
。
昼
食
の
パ
ン
を

買
い
に
行
っ
た
、
愛
宕
山
下
の
パ
ン
屋
さ
ん
。

通
学
の
都
電
、
３
番
や
３７
番
か
ら
の
車

窓
の
こ
と
。
日
比
谷
公
園
で
開
か
れ
た
モ

ー
タ
ー
シ
ョ
ウ
に
行
き
、
免
許
も
無
い
の

に
憧
れ
た
オ
ー
ト
バ
イ
な
ど
、
断
片
的
に

色
々
想
い
出
さ
れ
ま
す
。

港

（全
）
９
期
Ｅ
　
　
石
田
　
善
久

実
家
が
飯
倉
で
学
校
に
近
か
っ
た
為
、

東
京
タ
ワ
ー
の
建
築
現
場
を
横
に
見
な
が

ら
徒
歩
で
通
学
し
ま
し
た
。
実
習
で
、
モ

ー
タ
ー
を
作
っ
た
り
、
高
電
圧
の
実
験
で

は
落
雷
の
火
花
の
よ
う
な
、
ア
ー
ク
放
電

の
輝
き
が
目
に
焼
き
つ
い
て
い
ま
す
。

港

（定
）
９
期
Ｃ
　
　
佐
田
　
一
郎

か
つ
て
の
同
級
生
６
人
に
誘
わ
れ
て
、

三
浦
三
山
を
軽
登
山
の
趣
き
で
、
歩
い
て

ま
い
り
ま
し
た
。
何
十
年
か
前
の
港
工
時

代
の
事
を
思
い
浮
か
べ
な
が
ら
楽
し
い
一

日
を
過
ご
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

本
当
に
愉
快
な

一
日
で
し
た
。

港

（全
）
１０
期
Ｅ
２
　
池
田
　
克
良

籠
球
部
の
屋
上
で
の
練
習
、
先
輩
に
扱

か
れ
な
が
ら
見
た
、
緑
と
オ
レ
ン
ジ
色
の

横
須
賀
線
や
湘
南
電
車
。
眠
く
ウ
ト
ウ
ト

し
な
が
ら
授
業
中
の
窓
か
ら
、
建
設
中
の

東
京
タ
ワ
ー
の
鉄
骨
が
、
日
に
日
に
競
り

あ
が
っ
て
い
く
の
が
見
え
た
り
し
た
の
が

懐
か
し
く
想
い
出
さ
れ
ま
す
。

籠
球
部
の
７
名
と
は
毎
年
会
っ
て
い
ま

す
が
５０
年
後
の
今
も
、
会
え
ば
昔
と
同
じ

よ
う
に
元
気
に
語
ヶ
合
っ
て
い
ま
す
。

港

（定
）
１０
期
Ｍ
　
　
長
谷
川
　
弘

学
校
は
な
く
な
っ
て
も
同
窓
会
、
ク
ラ
ス

会
が
存
在
す
る
の
は
心
強
い
限
り
で
す
）

会
社
退
職
後
１０
年
に
な
り
ま
す
が
、
今

で
も
週
２
回
専
門
学
校
で
講
義
を
受
け
持

っ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
も
港
工
で
の
教
え

が
基
礎
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
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港

（定
）
１０
期
Ｃ
　
　
市
村
　
稔

新
幹
線
が
未
だ
走
行
し
て
な
い
修
学
旅

行
で
、
京
都

・
四
国
に
列
車
で
船
で
長
時

間
か
け
て
、
皆
で
ワ
イ
ヮ
イ
ガ
ャ
ガ
ャ
、

楽
し
い
思
い
出
ア
ル
バ
ム
を
懐
か
し
く
見

て
お
り
ま
す
。
ま
だ
皆
、
若
か
っ
た
。

港

（全
）
１２
期
Ｍ
　
　
田
中
　
安
信

来
年
の

「再
建
２０
周
年
」
に
は
是
非
出

席
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

世
界
的
マ
ジ
シ
ャ
ン
の
前
田
知
洋
氏
が

港
工
の
Ｏ
Ｂ
と
は
驚
い
た
。

港

（全
）
１２
期
Ｃ
　
　
桃
井
　
義
雄

担
任
の
片
山
先
生
に
は
大
変
お
世
話
に

な
り
ま
し
た
。
厳
し
い
反
面
ど
こ
か
優
し

さ
の
あ
る
恩
師
で
し
た
。

英
語
の
田
島
先
生
の
お
か
げ
で
今
日
が

あ
り
ま
す
。
外
資
系
に
勤
務
し
、
定
年
プ

ラ
ス
嘱
託
１
年
を
経
験
し
て
お
り
ま
す
。

卓
球
部
の
練
習
時

「愛
宕
山
」
の
階
段

が
懐
か
し
く
思
わ
れ
ま
す
。

港

（全
）
１２
期
Ｍ
　
石
川
　
信

一
郎

総
会
案
内
は
Ｅ
を
ｎ』
で
同
窓
会
ニ
ュ
ー

ス
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
と
す
れ
ば
、
メ
ー
ル

ア
ド
レ
ス
を
持
っ
て
い
る
人
の
分
の
通
信

費
、
送
付
手
数
料
が
省
く
こ
と
が
出
来
る

と
思
い
ま
す
が

・
・
・

港

（全
）
１３
期
Ｃ
　
　
中
村
　
敬

一

勉
強
以
外
で
は
、
野
球
部
の
活
動
か
映

画
鑑
賞
の
毎
日
で
し
た
。
元
気
に
過
ご
し

て
お
り
ま
す
。

港

（全
）
１４
期
Ａ
　
　

石̈
井
　
勇
夫

私
の
人
生
に
お
い
て
、
高
校
生
活
は
最

も
楽
し
く
過
ご
せ
た
時
で
も
あ
っ
た
。
自

動
車
科
に
居
な
が
ら
放
送
部
で
電
気
科
、

通
信
科
の
人
々
と
知
り
合
い
、
お
か
げ
さ

ま
で
社
会
へ
出
て
か
ら
電
気
関
係
の
知
識

が
大
い
に
役
立
っ
た
。
今
ま
た
綾
瀬
市
の

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
電
動

工
具
の
修
理
、
点
検
、
パ
ソ
コ
ン
の
修
理

等
幅
広
い
社
会
勉
強
に
も
役
立
っ
て
い
る
。

港

（定
）
１５
期
Ｍ
Ａ
　
木
村
　
智
祐

毎
日
、
新
橋
駅
鳥
森
口
か
ら
愛
宕
山
下

の
学
校
ま
で
通
っ
た
事
が

「か
が
や
い
て

い
た
思
い
出
」
と
し
て
、
い
つ
ま
で
も
残

っ
て
い
ま
す
。

港

（全
）
１６
期
Ｅ
２
　
藤
本
　
勝
明

同
窓
会
ニ
ュ
ー
ス
の
六
平
先
生
の

「思

い
出
あ
れ
こ
れ
」
を
読
み
、
運
動
会
の
仮

装
行
列
の
盛
大
さ
を
思
い
出
し
ま
し
た
。

我
々
は
１
年

「お
富
さ
ん
」
２
年

「キ
リ

ス
ト
」
３
年

「
ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー
大
遠
征
」

で
、
特
に
３
年
の
時
は
大
掛
か
り
で
本
物

に
近
い
象
や
馬
の
ハ
リ
コ
に
人
を
乗
せ
、

芝
公
園
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
１
周
し
ま
し

た
。
馬
の
足
と
な
っ
た
の
で
会
場
で
の
反

応
は
憶
え
て
い
ま
せ
ん
が
、
学
校
か
ら
芝

公
園
の
行
き
帰
り
で
の
沿
道
の
方
々
の
驚

き
の
眼
差
し
を
思
い
出
し
ま
す
。

港

（全
）
１６
期
Ｅ
２
　
磯
貝
　
秀
明

子
供
の
頃
か
ら
絵
や
音
楽
の
方
が
向
い

て
い
た
。
し
か
し
暮
ら
し
て
い
け
そ
う
も

無
く
て
、
一ス
ン
オ
作
り
が
高
じ
て
電
気
科

に
入
り
ま
し
た
。
お
蔭
様
に
て
理
系
で
６０

歳
ま
で
暮
ら
せ
ま
し
た
。
今
、
改
め
て
絵

な
ど
描
い
て
Ｐ
Ｐ
Ｋ
（ピ
ン
ピ
ン
コ
ロ
リ
）

を
目
指
し
て
い
ま
す
。

港

（全
）
１７
期
Ｍ
　
　
森
　
茂
昭

千
葉
の
砂
浜
で
柔
道
部
の
合
宿
が
あ
り

ま
し
て
、
つ
ら
く
て
逃
げ
出
し
ま
し
た
。

掴
ま
り
ま
し
た
が
、
良
い
思
い
出
で
す
。

港

（定
）
１８
期
Ｍ
Ａ
　
川
本
　
信
二

母
校
が
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
は
悲

し
い
こ
と
で
す
が
、
こ
つヽ
し
て
同
窓
会
が

存
続
し
て
い
る
の
が
う
れ
し
い
で
す
。

港

（全
）
１９
期
Ｍ
　
須
藤
　
公
二
郎

‐９
Ｍ
は
、

２０
年
程
ク
ラ
ス
会
は
行
わ
れ

た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。
東
京
に
出
た
時
、

遠
回
り
し
て
校
舎
の
前
を
通
り
ま
し
た
。

今
は
、
工
業
系
の
仕
事
と
は
１
８
０
度
違

う
分
野
で
す
が
港
工
に
求
心
力
が
、
何
か

見
つ
か
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

港

（全
）
２０
期
Ａ
　
　
牧
　
滋

英
語
の
三
島
女
史
が

「あ
な
た
達
、
何

年
勉
強
し
て
い
る
の
、
ど
う
し
て
し
ゃ
べ

れ
な
い
の
？
」
そ
の
言
葉
に
や
る
気
ダ
ウ

ン
。
勉
強
の
好
き
嫌
い
は
、
先
生
に
よ
る

影
響
が
大
だ
な
と
感
じ
た
。
で
も
め
げ
ず
、

英
語
に
は
関
心
が
あ
り
ま
す
。

港

（定
）
２。
期
Ｍ
Ｂ
　
山石
阪
　
雅
文

昭
和
３５
年
に
中
学
校
を
卒
業
、
高
度
成

長
の
日
本
を
支
え
て
き
た
団
塊
の
世
代
で

す
。
今
年
は
還
暦
を
迎
え
ま
す
。
多
感
な

青
春
時
代
を
送
っ
た
、
東
京
で
の
生
活
が

懐
か
し
く
思
い
出
さ
れ
ま
す
。
定
時
制
生

活
を
送
り
な
が
ら
、
多
く
の
友
と
出
会
え

た
事
が
、
私
の
人
生
で
一
番
大
き
な
収
穫

で
し
た
。
秋
頃
に
は
思
い
出
の
東
京
を
旅

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

港

（全
）
２３
期
Ｅ
ｌ
　
佐
山
　
文
男

地
元
、
エハ
郷
工
科
の
あ
る
六
郷
出
身
で
す
。

新
橋
に
３
年
間
通
い
続
け
た
思
い
出
が
、

港
工
と
で
２
名
に
多
く
の
事
を
感
じ
ま
ｔ

芝
公
園
で
の
体
育
祭
、
Ｅ
ｌ
の
ボ
ー
ド

作
り
、
陸
上
部
で
の
練
習
で
女
子
高
巡
り

等
々
、
色
々
あ
り
ま
し
た
。

港

（全
）
３４
期
Ａ
　
　
近
藤
　
直
樹

在
校
３
年
時
は
生
徒
会
長
と
し
て
活
動

し
て
い
た
こ
と
が
懐
か
し
く
思
い
出
さ
れ

ま
す
。
東
京
電
機
大
学
に
推
薦
入
学
さ
せ

て
頂
き
ま
し
た
が
、
様
々
な
ア
ク
シ
デ
ン

ト
か
ら
中
退
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
り
、
母

校
の
後
輩
諸
氏
に
は
、
ご
迷
惑
を
お
か
け

し
た
と
申
し
訳
な
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
時
代
を
経
て
、
現
在
は

独
立
を
呆
た
し
、
鉄
道
関
係
の
駅
務
器
械

の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
業
を
営
ん
で
お
り
、
気

が
付
け
ば
本
年
で
４４
歳
で
す
。
月
日
が
経

つ
の
は
早
い
も
の
で
す
ね
。
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
部
で
ボ
ー
ル
を
追
い
回
し
て
い
た

頃
の
体
力
は
半
減
し
て
い
ま
す
。

港

（全
）
４８
期
Ｅ
　
佐
藤
　
俊
英

僕
は
港
工
業
高
等
学
校
で
頑
張
り
ま
し
た
。

僕
は
三
田
の
生
ま
れ
で
、
今
も
港
工
業

高
校
の
近
く
に
い
ま
す
。

港

（全
）
５３
期
Ｍ
　
杉
本
　
勇

一

今
現
在
、
警
察
が
旧
校
舎
を
使
用
し
て

い
る
話
は
談
笑
の
話
題
と
し
て
使
わ
せ
て

い
た
だ
い
て
ま
す
。
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臨時号 港工同窓会ニュース 平成19年 10月 20日

申０
颯
薇
害
亭
鼎
細寵
ｐ椰担
』

会
計
理
事
　
松
岡
信
之

（港
１６
Ａ
）

平
成
元
年
９
月
、
そ
れ
ま
で
３０
年
近
く

も
休
息
し
て
い
た
港
工
同
窓
会
の
総
会
を

復
活
す
べ
く
、
現
会
計
理
事
の
加
藤
琢
二

先
生

（港
３
期
卒
）
が
、
洞
毛
義
弘
先
生

（港
３
期
卒
）

・
栗
田
吉
夫
先
生

（港
３

期
卒
）
に
相
談
し
、

１０
月
に
幾
本
嘉
男
先

の
創
刊
号
が
発
行
さ
れ
、
会
員
へ
の
情
報

提
供
を
心
が
け
て
き
ま
し
た
。

母
校
が
平
成
１６
年
３
月
に
開
校
と
な

り
、
最
後
の
卒
業
生
か
ら
の
入
会
金
を
徴

収
し
た
後
は
、
収
入
が
絶
え
る
こ
と
に
な

る
た
め
会
則
を
改
定
し
、
会
員
諸
氏
か
ら

の
年
額
２
，０
０
０
円
の
賛
助
金
に
て
運

営
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

理
事
会
は
、
事
業
計
画
を
立
案
し
て
、

実
施
に
あ
た
っ
て
の
準
備
名
簿
の
整
理
、

会
報
の
作
成

。
発
送
、
秋
の
文
化
祭
参
加

等
々
の
作
業
と
打
ち
合
わ
せ
を
、
手
弁
当

で
年
間
２０
回
に
も
及
ぃか
会
合
を
持
ち
、
会

員
諸
氏
と
、
よ
り
強
い
絆
を
求
め
て
努
力

し
て
お
り
ま
す
。
「港
工
同
窓
会
ニ
ュ
ー

ス
」
も
年
間
２
回
の
発
行
を
目
標
に
し
て

い
ま
す
が
、
費
用
と
の
関
係
で
調
整
を
余

儀
な
く
さ
れ
て
お
り
ま
す
。　
　
　
・

時
流
に
即
し
て

「
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」
を

立
ち
上
げ
ま
し
た
が
、
十
分
に
は
機
能
し

て
お
り
ま
せ
ん
。
連
絡
の
手
段
と
し
て
も

活
用
を
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
皆
様
の
ご

利
用
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。
来
年
は
再

興
２０
周
年
を
迎
え
る
の
で
限
ら
れ
た
予
算

の
中
で
、
新
た
な
企
画
も
準
備
し
て
お
り

ま
す
。
会
員
の
皆
様
の
積
極
的
な
参
加
と

協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

生

（高
輪
７
期
卒
）
の
ご
了
解
を
得
て
、

再
建
活
動
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。

同
年
１２
月
、
再
建
準
備
会
を
開
催
し
、

会
則
と
役
員
候
補
及
び
臨
時
総
会
の
日
程

等
を
決
定
し
た
。
総
会
ま
で
に
大
小
数
回

の
準
備
会
を
持

っ
て
、
平
成
２
年
３
月
２５

日

「港
工
同
窓
会
再
建
臨
時
総
会
」
が
、

大
手
町
の
サ
ン
ケ
イ
会
館
で
開
催
さ
れ
た
。

幾
本
先
輩

上
昌
橋
先
輩
を
は
じ
め
、
再

建
に
携
わ
れ
た
校
友
の
方
々
に
感
謝
い
た

し
ま
す
。
特
に
前
田
武
男
氏

（港
３
期
卒
）

に
は
、
新
会
長
就
任
を
快
諾
さ
れ
、
以
来

２０
年
間
に
わ
た
り
、
同
窓
会
活
動
の
先
頭

に
立
っ
て
推
進
し
、
今
日
を
築
か
れ
ま
し

た
こ
と
に
心
か
ら
感
謝
し
ま
す
。

（港
工
５０
周
年
記
念
誌
か
ら
引
用
）

新
生
港
工
同
窓
会
は
役
員

一
九
と
な
っ

て
会
員
名
簿
の
充
実
を
は
か
り
、
新
会
員

に
対
し
名
簿
を
発
行
し
、
現
役

へ
の
援
助

活
動
と
し
て
文
化
祭
行
事
案
内
を
若
手
会

員
に
送
付
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

平
成
１４
年
に
「港
工
同
窓
会
ニ
ュ
ー
ス
」

平成2年 11月 11日

平成3年 6月 2日

平成4年 6月 7日

平成5年 6月 7日

平成6年 6月 5日

平成7年 6月 10日

平成8年 6月 8日

平成9年 6月 14日

平成10年6月 13日

平成11年6月 12日

平成12年6月 10日

平成13年6月 9日

平成14年6月 8日

芝パークホテル (懇親会) :
平成19年6月 9日  六郷工科高 (総会)  62名  :

芝パークホテル(懇親会) 三

平成2年 3月 25日  サンケイ会館 約200名

サンケイ会館     51名
サンケイ会館     76名
サンケイ会館     80名
サンケイ会館     56名
港工高食堂      78名
港工高食堂      83名
港工高食堂      63名
港工高食堂      55名
港工高食堂      53名
港工高食堂      58名
港工高食堂 (総会) 111名

芝パークホテル (懇親会)

港工高食堂 (総会) 121名
芝パークホテル (懇親会 )

港工高食堂 (総会) 101名
芝パークホテル (懇親会)

(定時制閉課程式 平成15年3月 8日 港工高・メルパルク東京 140名 )

第15回 総会 平成15年6月 7日  港工高食堂 (総会) 108名
芝パークホテル (懇親会)

(閉校式 平成16年3月 6日 港工高・芝パークホテル 250名 )

第16回総会 平成16年6月 12日 六郷工科高 (総会)  91名
羽田東急ホテル (懇親会)

平成17年6月 11日 六郷工科高 (総会)  88名
サンカントベル (懇親会)

平成18年6月 10日 六郷工科高 (総会)  66名

第1回 (再建)総会

第2回総会

第3回総会

第4回 総会

第5回総会

第6回 総会

第7回 総会

第8回 総会

第9回 総会

第10回 総会

第11回総会

第12回 総会

第13回 総会

第14回 総会

第17回総会

第18回総会

: 第19回 総会

: 第20回総会 (予定)平 成20年 6月 14日               :
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臨時号 港工同窓会ニュース 平成19年 10月 20日

一◇
第
四
回
六
郷
祭
の
こ
案
内

六
郷
工
科
高
校
も
開
設
し
て
４
年
目
に

な
り
ま
す
。
昨
年
は
全
学
年
揃
っ
て
の
初

め
て
の
文
化
祭
と
な
り
、
全
日
制
１８
ク
ラ

ス
、
定
時
制
６
ク
ラ
ス
が
出
揃
い
、
各
ク

ラ
ブ
、
学
科
か
ら
の
出
展
で
賑
わ
い
ま
し

た
。
港
工
同
窓
会
も
参
加
団
体
の
ひ
と
つ

と
し
て
参
加
し
て
お
り
ま
す
。

今
年
は
従
来
の
同
窓
会
資
料
に
加
え

て
、
懐
か
し
い
機
器
等
も
展
示
す
る
予
定

で
お
り
ま
ｔ

ま
た
、
閉
校
式
や
懇
親
会

で
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
と
、
来
年
の
懇
親
会
に
ゲ
ス
ト

出
演
予
定
の
前
田
知
洋
氏
の
Ｋ
ン
ッ
ク
Ｄ
Ｖ

Ｄ
、
他
に
Ｖ
Ｈ
Ｓ
開
発

（港
１４
期
大
田
義

彦
氏
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
）
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
Ｘ
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
等
を
大
型
ス
ク

リ
ー
ン
に
て
楽
し
ん
で
も
ら
い
ま
寃

会
場
自
体
も
、
ゆ
っ
く
り
と
寛
い
で
も
ら

え
る
よ
う
休
憩
室
と
し
て
茶
菓
の
用
意
を

し
て
、
皆
様
を
お
迎
え
し
ま
寃

開
催
日
時
は
以
下
の
通
り
で
す
の
で
、

是
非
、
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
り
ま
す
よ
う

宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

＊
日
時

平
成
１９
年
Ｈ
月
３
日

（土
）

‐３
時
～
１６
時

平
成
１９
年
１１
月
４
日

（日
）

９
時
～
１５
時
３０
分

＊
場
所
　
東
京
都
立
六
郷
工
科
高
校

京
浜
急
行

「雑
色
駅
」

下
車
　
徒
歩
３
分

馨
自

懲
自
量

繹
嘲
轟
蝠
涸

「来
年
の
こ
と
を
言
う
と
鬼
が
笑
う
」
　

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
活
用
方
法
に
つ
い

と
か
言
い
ま
す
が
、
大
い
に
笑
っ
て
も
ら

　

て
、
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
の
あ
る
方
に
は
総

い
ま
し
ょ
う
。
次
回
の
定
期
総
会
は
来
年

　

会
、
文
化
祭
の
案
内
等
、
連
絡
事
項
を
メ

の
６
月
１４
日
に
開
催
さ
れ
ま
す
。　
　
　
　
　
―
ル
で
お
知
ら
せ
し
た
い
と
存
じ
ま
す
。

第
２０
回
の
区
切
り
の
年
と
い
う
こ
と
で
　

総
会
案
内
返
信
は
が
き
に
ア
ド
レ
ス
欄
を

記
念
と
な
る
よ
う
な
企
画
を
準
備
し
た
い
　

追
加
し
ま
す
。
そ
の
前
に
連
絡
頂
け
る
方

と
存
じ
ま
す
。
（世
界
的
マ
ジ
シ
ャ
ン
の
　

は
、
左
記
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

前
田
知
洋
氏
に
は
出
演
依
頼
済
み
で
す
）
　

　

転
居
連
絡
、
会
報
へ
の
寄
稿
、
ご
質
問
、

港
工
業
高
校
も
４
年
前
に
閉
校
と
な

　

近
況
等
々
も
左
記
ま
で
お
寄
せ
下
さ
い
。

り
、
新
た
な
卒
業
生
新
会
員
は
出
て
き
ま

　

一Ｔ
２
７
８
１
０
０
３
６

せ
ん
。
今
い
る
会
員
の
皆
様
は
同
じ
学
び
舎

　

千
葉
県
野
田
市
中
野
台
鹿
島
町
２３
の
７

で
育
っ
た
同
士
と
い
？
」と
に
な
り
ま
す
ゃ　
　
　
　
　
　
い
ク
リ
ー
ン
ジ
ャ
パ
ン
内

同
級
生
、
同
期
生
そ
し
て
ク
ラ
ブ
で
の
　
　
港
工
同
窓
会
　
会
計
理
事
　
松
岡
宛

先
輩
、
後
輩
の
皆
様
を
誘

っ
て
、
同
窓
会
　
　
制
０
４
１
７
１
２
５
１
６
８
０
８

再
興
２０
周
年
を
お
祝
い
し
ま
し
ょ
う
。　
　
　
　
ｈ
０
４
１
７
１
２
５
１
６
８
５
１

平
成
２０
年
６
月
１４
日

（土
）
に
沢
山
の
　

　

∪
‐８
』

方
々
が
ご
参
集
さ
れ
る
こ
と
を
願

っ
て
お
　
　
　
　
　
　
”ぼ
四８
曽
””
⑮
ュ
８
８
５
■
お
一

り
ま
す
。
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編

集

後

記

総
会
案
内
の
返
信
は
が
き
に
は
、
出
欠
、

住
所
変
更
等
の
連
絡
事
項
の
他
に
、
会
員

皆
様
方
の
熱
い
想
い
が
記
さ
れ
て
お
り
、

今
回
は
２０
周
年
前
の
特
集
と
し
て
、
５
ペ

ー
ジ
を
使
い
、
な
る
べ
く
多
く
掲
載
す
る

よ
う
に
企
画
し
ま
し
た
。

毎
年
、
何
通
か
の
訃
報
が
あ
り
、
な
か

に
は
故
人
の
同
窓
会
に
寄
せ
た
思
い
を
綴

っ
て
頂
い
た
文
が
毎
回
あ
り
ま
す
。
先
輩

の
方
々
が
い
か
に
港
工
の
思
い
出
を
大
事

に
し
、
抱
き
な
が
ら
旅
立
た
れ
た
か
、
と

の
ご
様
子
を
読
ま
せ
て
頂
く
と
、
万
感
胸

に
せ
ま
り
、
日
頭
が
熱
く
な
り
ま
す
。
こ

れ
を
皆
様
に
お
伝
え
し
た
く
、
今
回
会
員

の
訃
報
欄
を
設
け
ま
し
た
。

返
信
は
が
き
に
は

一
部
お
叱
り
や
苦
情

も
あ
り
ま
す
が
、
殆
ん
ど
が
母
校
が
閉
校

と
な
っ
た
今
日
、
会
報
へ
の
期
待
と
発
行

継
続
の
励
ま
し
で
あ
り
、
引
き
続
き
努
力

し
た
い
と
存
じ
ま
す
。

今
回
秋
の
臨
時
号
は
、
鍋
谷
副
会
長
の

発
想
と
原
稿
作
成
推
進
カ
パ
ワ
ー
に
後
押

し
さ
れ
て
発
行
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

会
役
員

・
同
窓
生
多
数
の
ご
協
力
と
ご
支

援
の
賜
物
と
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

な
お
、
六
郷
祭
も
装
い
を
新
た
に
し
て
臨

み
ま
す
の
で
、
会
員
皆
様
の
ご
来
場
を
お

待
ち
し
ま
す
。

編
集
子

一
同
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